
【報告③】
竣工BIMと維持管理・運用BIMの作成者に
関する課題の解決策

曽根巨充（建築BIM合同会議）

2024年度 日建連BIMセミナー
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■ 日建連BIM部会のアンケート結果（2023年調査）
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【設問】引渡しや維持管理・運用でBIMを活用しているプロジェクトの割合をお答えください

アンケート回答者からの意見（抜粋）

• 発注者へのBIMデータ引き渡しにはEIRが必要で

ある。

• FMのソフトウェアとのデータ連携では、新たな

作成業務が発生する。

• 提出用のモデルは別途作成している。

『設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー』

◎ 竣工時のBIMのあり方を定義

◎ 誰が作成するのか、を提言

◎ 費用負担について、を提言

▷ 提出の割合は低い（約８割がない）
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■ 日建連/建築BIM合同会議では３種類のBIMが存在すると定義

竣工時のBIMを整理｜『設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（第3版）』

３種類のBIMを総称して『国交省BIMガイドライン』に記載の維持管理・運用BIMとする

用語 用語解説 作成者 費用負担 備考

竣工BIM（建築・設備）
＜従来の呼称：完成図※＞

完成図を作成する際に設計BIM
データなどに加筆・修正して作成す
るBIM データ

EIRによる
（現状は施工者）

発注者
（作成者は
費用計上）

現状の作成は施工者で
あるが、BIM時代は設
計者が作成することが
望まれる

完成施工BIM（建築・設備）
＜従来の呼称：施工図＞

施工図や製作図を作成する際に使用
したBIM データ
竣工BIMとは情報の詳細度が異なる

EIRによる
（現状は施工者）

発注者
（作成者は
費用計上）

施工図レベルまで属性
を入力する費用を負担
して維持管理・運用ま
で活用する是非を問い
たい

維持管理・運用BIM
竣工後の維持管理・運用などの業務
で活用することを⽬的にしたBIM
データ

EIRによる
（維持管理・運用

BIM作成者）

発注者
（作成者は
費用計上）

例えば、IoT と連携し
たシステムなどのため
にモデリングし直した
BIM データが該当する

竣工時にBIMデータを求めることは維持管理・運用に活用することと同義である
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■ 出典：『公共建築工事標準仕様書（令和4年版）』より

参考｜※完成図（建築・設備）

建築工事編 機械設備工事編

電気設備工事編備考

• 記載内容は特記がなければ、の前提

• 完成図と一緒に「保全に関する資料」の

提出が各工事において要求されている
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■ EIR（維持管理・運用）が無ければ「工事完成時の提出書類」にBIMを含まない

EIRの位置づけ

EIRは（設計・施工）と（維持管理・運用）の２種類 ▷ いずれも費用は計上

① 発注者が設計段階や施工段階でBIM の利用を「EIR（設計・施工）」で義務付けた場合で

あっても「工事完成時に提出する書類」には、設計段階及び施工段階で用いたBIM データ

は含まれない

② 【竣工BIM／完成施工BIM】発注者が設計段階や施工段階で使用したBIM データの納品を

求める場合は、「EIR（維持管理・運用）」にて納品の条件を提⽰する

③ 【維持管理・運用BIM】発注者が設計段階や施工段階の情報だけでなく、維持管理・運用

段階で使用する情報を付加するBIM データを要求する場合も「EIR（維持管理・運用）」

を作成する。維持管理・運用段階で必要となるBIM データを⽰すと共に作成者を選定する
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■ 日建連の『設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（第3版）』で解説

おわりに

竣工時のBIMデータの納品

発注者から提示された具体的な事例が少ないため、BIM部会や設計BIM専門部会などの参加企

業における事例を収集し、継続して内容をバージョンアップします

BIMデータ納品の場面でご活用をおねがいします

• 『設計施工一貫方式におけるBIMワー

クフロー（第３版）』を参考にしてい

ただくようにおねがいします

• 「EIR（維持管理・運用）」などのひ

な形を用意しています
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